


















































Effects of Breavement on Death Anxiety and Personality Development in
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質　問　項　目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性
Q 6 　ガンになることはあまりこわくない。* .815 .163 .101 -.133 0.719 
Q 5 　死ぬことは全然こわくない。* .802 .506 .208 -.091 0.951 
Q15　私にとって将来恐れることは何もないと感じている。* .585 .167 -.062 .224 0.425 
Q 1 　死ぬのがとてもこわい。　　 .555 .663 .173 .048 0.780 
Q 4 　手術を受けなければならないと考えることはこわい。 .178 .653 .133 .089 0.483 
Q 9 　苦痛の多い死に方をするのがこわい。 .198 .640 -.014 .128 0.465 
Q13　人びとが戦争について話しているのを聞くと，ぞっとする。 .145 .591 .421 -.166 0.575 
Q14　死体見ることはおそろしい。 .261 .573 .040 -.358 0.526 
Q 7 　死についての考えに悩まされることはまったくない。* .398 -.027 .661 .231 0.651 
Q 3 　人が死について話していてもとくに気にならない。* .572 .196 .607 -.155 0.758 
Q10　死後の「生」に関する問題が私を迷わせる。 -.089 .124 .601 .192 0.421 
Q11　心臓発作を起こさないかととても心配である。 .005 .144 .569 .038 0.346 
Q 2 　死についての考えはめったに浮かんでこない。* .019 -.388 .480 .145 0.402 
Q 8 　時間があまりに速くたつので悲しいと思うことがよくある。 .069 .065 .101 .796 0.653 
Q12　私はしばしば人生はあまりに短いと思う。 -.008 -.022 .227 .734 0.590 
因子寄与 2.618 2.494 2.065 1.567 8.744 
因子寄与率（％） 17.46 16.63 13.77 10.45 58.30 
＊は逆転項目(逆転採点後) 因子間相関
プロマックス回転後 　 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ 1.000 .302 .232 -.031
Ⅱ .302 1.000 .105 -.087
Ⅲ .232 .105 1.000 .066
Ⅳ -.031 -.087 .066 1.000



















地震による死の身近さ 平均 SD 平均 SD 分散分析
身近(x) 44.26 0.63 44.72 0.91 y>x
身近でない(y) 45.50 1.09 46.30 1.15 p<.10
○第１因子－恐れに関する因子
あり(a) なし(b)
地震による死の身近さ 平均 SD 平均 SD 分散分析
身近(x) 10.70 0.20 10.75 0.29 
身近でない(y) 10.64 0.35 10.90 0.36 
○第２因子－具体性を伴う死に関する因子
あり(a) なし(b)
地震による死の身近さ 平均 SD 平均 SD 分散分析
身近(x) 16.50 2.75 17.28 2.26 b>a
身近でない(y) 16.73 2.00 17.30 1.92 p<.10
○第３因子－死についての心配や悩みに関する因子
あり(a) なし(b)
地震による死の身近さ 平均 SD 平均 SD 分散分析
身近(x) 12.02 0.32 11.63 0.46 y>x
身近でない(y) 12.70 0.55 12.70 0.58 p<.05
○第４因子－時間経過の速さに関する因子
あり(a) なし(b)
地震による死の身近さ 平均 SD 平均 SD 分散分析
身近(x) 5.05 0.18 5.06 0.26 y>x
身近でない(y) 5.46 0.32 5.40 0.33 p<.10
○Q 3 －人が死について話していてもとくに気にならない。
あり(a) なし(b)
地震による死の身近さ 平均 SD 平均 SD 分散分析
身近(x) 2.92 0.09 2.72 0.14 y>x

















た（ 順 に，Q 3 －F=2.49,df=1/136,p<.10；

































地震による死の身近さ 平均 SD 平均 SD 分散分析
身近(x) 2.77 0.11 2.44 0.16 y>x
身近でない(y) 2.96 0.19 2.95 0.20 p<.10
○Q 9 －苦痛の多い死に方をするのがこわい。
あり(a) なし(b)
地震による死の身近さ 平均 SD 平均 SD 分散分析
身近(x) 3.65 0.71 3.88 0.10 x>y
身近でない(y) 3.59 0.12 3.55 0.13 p<.05
○Q11－心臓発作を起こさないかととても心配である。
あり(a) なし(b)
地震による死の身近さ 平均 SD 平均 SD 分散分析
身近(x) 1.83 0.11 1.84 0.16 y>x
身近でない(y) 2.14 0.19 2.15 0.20 p<.05





















































ペット  あり ペット  なし
重要な他者  あり 38.6 24.2
























質　問　項　目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性
Q10　私は，つらいことや悲しいことを乗り越えていける強さをもった。 .765 -.013 .055 .588
Q 8 　私は，忍耐強くなった。   .717 .004 .050 .517
Q 6 　私は，考え方が柔軟になった. .705 -.060 .064 .505
Q 4 　私は，他人の喜びを自分の喜びとすることができるようになった。 .679 .085 .097 .477
Q17　私は，人生の実相がわかるようになった。 .659 -.142 .006 .454
Q11　私は，以前とは違う新たな視点で今までの自分の生活を振り
返ることができるようになった。 .650 .068 .325 .532
Q 9 　私は，他人の悲しみを自分の悲しみとすることができるよう
になった。 .645 .013 .151 .438
Q 2 　私は，人とのつながりを大切にするようになった。 .632 .164 .166 .453
Q12　私は，他人の価値観を受け入れることができるようになった。 .606 .098 .210 .421
Q 3 　私は，どのような人にもその人なりの良さが感じられるよう
になった。 .598 .033 .104 .369
Q 7 　私は，ひとりひとりがかけがえのない存在だと思うようになった。 .573 .197 .197 .405
Q14　私は，一日一日を大切に生きようと思うようになった。 .537 .010 .161 .315
Q 5 　私は，自分の中に好まない面を見つけたら，隠すよりも良く
していこうと思うようになった.  .513 -.123 -.148 .301
Q18　私は，自分本位の考えや行動をしなくなった。 .487 .173 .255 .332
Q 1 　私は，プラス思考で物事を考えられるようになった。 .479 -.124 -.176 .276
Q16　私は，自分に対して肯定的になった。 .478 .243 .248 .348
Q20　私は，物事にあまり動じなくなった。 .460 .076 .311 .314
Q13　私は，長幼の序は大切だと思うようになった。 .448 .190 .287 .319
Q23　私は　死を非常に恐れるようになった。* .098 .822 .451 .888
Q24　私は，人が亡くなると，自分の死について考えさせられるの
が嫌だと思うようになった。* -.018 .816 .295 .753
Q25　私は，死は恐ろしいのであまり考えないようになった。* -.018 .816 .295 .753
Q26　私は　自分の死についてよく考えるようになった。 .085 .781 .121 .631
Q22　私は，死についての考えが思い浮かんでくると，いつもそれ
をはねのけようとするようになった。* .089 .763 .162 .617
Q21　私は，死について考えることを避けるようになった。* .006 .650 .093 .432
Q28　私は　家族や友人と死についてよく話すようになった。  .043 .459 .691 .690
Q27　私は　死とは何だろうとよく考えるようになった。 -.003 .408 .667 .612
Q30　私は　死はその人の人生観が試されるときであると思うよう
になった。 .165 .031 .645 .444
Q32　私は　死ぬときになって人は完成するものだと思うように
なった。 .280 .383 .596 .580
Q31　私は　身近な人の死についてよく考えるようになった。 .183 .036 .535 .321
Q29　私は　死について考えることは人を成長させると思うように
なった。 .080 .000 .533 .290
因子寄与 6.613 4.422 3.343 14.379 




　 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 1.000 .053 .181
Ⅱ .053 1.000 .363
Ⅲ .181 .363 1.000


















































































平均 ＳＤ 4群間比較 3群間比較＊
発達合計
死別経験なし 106.72 11.49 
p<.05 p<.05
動物との死別経験あり 101.50 12.47 
他者との死別経験あり 99.77 11.36 
他者と動物との死別経験あり 107.11 12.83 
第１因子　自己感覚の拡大
死別経験なし 70.76 8.27 
p<.05 p<.05
動物との死別経験あり 67.23 9.89 
他者との死別経験あり 66.09 9.07 
他者と動物との死別経験あり 71.07 9.41 
第２因子　死への恐怖の克服
死別経験なし 14.97 3.62 
動物との死別経験あり 14.27 2.88 
他者との死別経験あり 14.37 3.57 
他者と動物との死別経験あり 14.72 3.10 
第３因子　死への関心・死の意味
死別経験なし 21.00 4.19 
p<.05 p<.05
動物との死別経験あり 20.00 3.96 
他者との死別経験あり 19.31 3.64 
他者と動物との死別経験あり 21.31 3.74 
Q 1 　私は，プラス思考で物事を考えられるようになった。
死別経験なし 3.10 0.94 
p<.10
動物との死別経験あり 2.64 0.85 
他者との死別経験あり 2.66 1.06 
他者と動物との死別経験あり 2.91 0.90 
Q 2 　私は，人とのつながりを大切にするようになった。
死別経験なし 4.10 0.77 
p<.10
動物との死別経験あり 3.59 0.73 
他者との死別経験あり 3.89 1.08 
他者と動物との死別経験あり 4.04 0.95 
Q 4 　私は，他人の喜びを自分の喜びとすることができるようになった。
死別経験なし 4.00 0.89 
p<.05 p<.10
動物との死別経験あり 3.55 0.80 
他者との死別経験あり 3.54 0.82 
他者と動物との死別経験あり 3.81 0.73 
Q 9 　私は，他人の悲しみを自分の悲しみとすることができるようになった。
死別経験なし 3.90 0.77 
p<.10 p<.10
動物との死別経験あり 3.41 0.91 
他者との死別経験あり 3.63 0.77 
他者と動物との死別経験あり 3.83 0.80 
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Q11 　私は，以前とは違う新たな視点で今までの自分の生活を振り返ることができるようになった。
死別経験なし 3.59 0.82 
p<.05
動物との死別経験あり 3.32 0.78 
他者との死別経験あり 3.23 0.77 
他者と動物との死別経験あり 3.61 0.81 
Q13 　私は，長幼の序は大切だと思うようになった。
死別経験なし 3.83 0.71 
p<.05 p<.05
動物との死別経験あり 3.59 0.67 
他者との死別経験あり 3.63 0.81 
他者と動物との死別経験あり 3.96 0.85 
Q14　私は，一日一日を大切に生きようと思うようになった。
死別経験なし 3.45 1.09 
p<.10 p<.10
動物との死別経験あり 3.55 0.91 
他者との死別経験あり 3.63 1.00 
他者と動物との死別経験あり 3.96 0.87 
Q17　私は，人生の実相がわかるようになった。 
死別経験なし 3.28 0.65 
p<.10
動物との死別経験あり 3.00 0.76 
他者との死別経験あり 2.91 0.82 
他者と動物との死別経験あり 3.19 0.75 
Q18　 私は，自分本位の考えや行動をしなくなった。
死別経験なし 3.00 0.71 
p<.10
動物との死別経験あり 2.77 0.87 
他者との死別経験あり 2.63 0.84 
他者と動物との死別経験あり 2.91 0.62 
Q20　私は，物事にあまり動じなくなった。
死別経験なし 3.14 0.79 
p<.10
動物との死別経験あり 2.95 0.84 
他者との死別経験あり 2.91 0.66 
他者と動物との死別経験あり 3.22 0.72 
Q28　 私は  家族や友人と死についてよく話すようになった。
死別経験なし 3.07 1.03 
p<.05 p<.05
動物との死別経験あり 3.00 1.02 
他者との死別経験あり 3.03 0.98 
他者と動物との死別経験あり 3.48 1.02 
Q32　私は　死ぬときになって人は完成するものだと思うようになった。
死別経験なし 3.52 0.91 
p<.05 p<.01
動物との死別経験あり 3.00 0.87 
他者との死別経験あり 3.26 1.04 
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